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　　　The　distribution　of　fibronectin　in　human　lung　cancer　tissues　was　exami且ed　by　immunohis－

tochemical　methods，　Twenty・nine　surgical　specimens，14　adenocarcinomas　and　15　squamous　cell

carcinomas，　were　used　for　the　study．　FQr　light　microscopy，　the　paraffin　sections　were　stained

by　the　ABC　method　using　anti－humaロfib士onectin　antibody．　For　electron　microscopy，　ultrathin

sections　gf　Lowicryl　K4M・embedded　tlssues　were　stained　by　protein　A－gold　technique　using　the

anti－humaロfibrQnectin　antibody．

　　　Light　microscopic　observation　of　the　adenocarcinomas　revealed　that丘bronectin　was　localized

on　the　basement　me即brane　of　the　cancer　cells．　By　electron　microscopy，　it　was　con且rmed　that

且broロectin　was　localized　oII　the　basement　membrane　of　the　cancer　cells．　In　the　squamous　cell

carcinomas，　on　the　other　hand，　fibronectin　was　found　by　light　microscopy　on　the　basemellt　mem・

brane　and　lateral　sides◎f　the　cancer　cells．　By　electron　microscopy，　fibronectin　was　observed

to　be　localized　on　the　basemellt　membrane　a亘d　intercellular　spaces　of　the　cancer　cells．

　　　From　the　results，　definite　differences　of　the　localization　of　fibronectin　between　the　two　types

of　human　lung　cancers　were　con且rmed。　It　is　suggested　that　these　differences　might　1・esult　in

the　distinctive　clinical　features　of　how　metastasis　and　invasion　of　cancer　cells　occur　in　each　of

the　two　types　Qf　lung　ca且cer．　Shinshe‘Med．ノ．，88：ヱ07－117，1990

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　for　publication　October　9，1989）
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　　　　　　　　　　　　　・・緒書　　讐難騰1激輔1鶴謙簾

　Fibronectin（FN）は，血漿，結合組織，細胞基　　うFN最の減少や，　FN投与による癌細胞の正常化と

底膜など体中いたるところに存在する高分子糖蛋白質　　転移抑制が報告されている1）2）。In　vivoにおいては

であり，分子量が210～230kdの単量体がS・S結合　　甲状腺3），皮膚4），乳腺5）6），消化管6）7），肝臓8），子

により，2量体以上の多量体を形成し1ている1）。FN　　宮9）10）などの組織について生化学的，形態学的贋究が

の生理作用には，細胞接着，細胞移動，細胞分化，組　　行われて来た。ヒト肺組織においては．，炎症性疾患や
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灘疾隙・ついての形態学的，生イヒ学的鮪がある11）．ト0型）で4t・mの薄切片を作製し・スライドグラス

麟榊胞を使肌た伽伽・の確では，細胞　に貼机た．全症例について，まず・枚の切片噸常
の癌化にともないFNは細胞褒面より消失するとい　　のヘマトキシリン・＝オジソ染色を行い，肺組織およ

われゼおり12）13），in　vivoにおいてもFNが細胞の　　び肺癌組織であることを確認し，肺癌取扱規約20）に

悪性化に大ぎく関与している可能性が示唆されてい　　したがりて組織型および分化度分類を行ったのち，隣

る14）。消化器癌6）7）や子宮癌9）では，FNは癌細胞表　　接切片を用いて免疫組織化学的染色を行った。

函こは認められないと報告されているが，必ずしも常　　　光学顕微鏡的観察で安定して使えた肺癌症例29例中

v。消失するわけではなく，乳癌購では，癌の分化度　から9例を電子鰍鏡醐察に使肌te・手榊採取

によりFNの発現と消失に差があることが知られて　　した肺癌組織の一部を約1mmの立方体に細切し，　pH

おり15），また乳癌や肺癌患者の血清FN値が上昇す　　7．4のリソ酸緩衝液で緩衝した4％パラホルムアルデ

るとの報告もある16）。　　　　　　　　　　　　　　　　ヒドと0．1％グルタールアルデヒドの混合液に24時間

　肺癌組織では，臨床上よく遭遇する腺癌と踊平上皮　　圃定した。0．1MリジソとpH7．4の0．15M塩化ナト

癌の間に，明らかに転礎展様武tZこ違いを認めるが・7）　艸ムを含むリン酸緩衝液で瀞しteのち，エ”一

との違いが果たして伽こ起因するのか未だ定かではな　　ル系列中で脱水して，－20°Cでロビクリール1（4M

い。肺關㈹・おけるFNの形態学駄らび姓化　に低温盤螺タト樋合した・包埋ブPt・・yクから
学的研究に関しては，最近，報告18）19）が散見される　　Porter　Blum　MT2・B超ミクロトーム（DuPon・

がいまだ十分解明されていない。著者は，肺癌のうち　　Sorval1）で，ガラスナイフを用いて1μmの薄切片

晦床上しばしば遭遇する腺癌と棉平上皮癌について，　　を作成し，pH7．4のi）ン酸緩衝液で緩衝した0．1％ト

組織型および分化度とFNとの関係棚らかにする　ルイジソカ・一一で染飢たのち・光学購鏡で雛織

ため，免疫組織化学的手法を用い，光学顕微鏡的観察　　であることを確認した。同組織から同様に0．1μmの

に加え電子顕微鏡的観察を行ったので報告する。　　　　超薄切片を作製し，ホルムバールで被覆したニッケル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グリッドに採取し，免疫染色を施した21）。

　　　　　　　　ll材料と方法　　　　　　　　　　　B　光学顕微鏡標本の免疫染色および観察法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光学顕微鏡標本用の免疫染色はHsuら22）に従い，
A　組織材料と組織固定法　　　　　　　　　　　　　Avidine－Biotin．Peroxidase　Complex（ABC）法を

組㈱料は源発性Hili「diとしてタト科ngV＝Ptvaされた行。た。

㈱織雄肌・対購織としては・購肺の擁部　隔組織として、覇定、・よく撚嚇・規則生の
組織鞭肌た・予骸験17翻のほカ・光饗鏡観ら批隔、4例，扁平上皮癌、5例の29例（表・）腿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに，アヴィヂソ・ビオチン・ペルオキシダーゼ複

　　　　　　　　表1対　象　　　　合溶液（Vect。，1．。b。，at。，ies　l・・．　CA．USA）の中で

　　　原発性肺癌症例　　　　　　　　　29例　　　　　　1時間反応させた。一次抗体は・150mM塩化ナトリ

　　　　　腺　癌…　　　　14例　　　ウムを含んだpH7・4の200・・Mリソ酸緩鰍で300
　　　　　　　高分化型　　　　　　　　6　　　　　倍に希釈して用いた。次に，50mMトリス塩酸緩衝

　　　　　　　中分化型　　　　　　　　7　　　　　　液で緩衝した0，05％3，3’一ジアミノベソチジン四’塩酸塩

　　　　　　　低分化型　　　　　　　　1　　　　　　と0．01％過酸化水素を含むDAB反応液中で10分間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発色させた。ベロナール酢酸緩衝液で緩衝した1％メ

　　　　　扁平上薦　　　　15例　　チ，レハーソ水溶液，戸で核染色を行い，凱したのち

　　　　　　　高分鯉　　　 5　　オリンパス光学顕鞭V。。。x　AHB。LB礪察した。

　　　　　　　麟董　　：　対照・しては，一繍の働に・・聯徽・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サギ正常血清を使用して染色を行った。
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C　電予顕微鏡標本の免疫染色と観察法　　　　　　　　　　　　　表2　光学顕微鏡観察結果

Rothら23）に従い，プロテインA金（pAg）法を　　　　　　　　　　　　　一一一｝T

行った。ニッケルクリッド上の切片を，0．5％のウシ　　＿．、 @　　　組　副核細麟舘膜細欄間質
アルブミン溶液で30分，一次抗体で1時間，希釈プロ　　染色対象

テイソA金溶液で1時間の順に湿箱中，塞温で作用さ　　　正常気管支粘膜

せた．＿次抗体としては，3。。倍鰍の抗。ト。、ブ　　肺胞厳

鵬二識謹騰灘界ゴ羅警癌組織
と，150mM塩化ナトリウムを含む50mMトリス塩　　正常肺組織

薩骸（pH7．6）を用いて行。た．1％轍ウラン　気管支粘膜

難欝論撫鷺灘麗臨肺類辮
によ獺察した・絶の対照としては・一次抗体の代　肺胞眩

わりに300倍希釈レたウサギ正常備を使肌て染色　　毛細雌
を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肺癌組織

　　　　　　　　皿　結　　　果　　　　　　　　　　　腺癌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高分化型弱拡
A　光学顕微鏡による観察結果　　　　　　　　　　　　　　　　　強拡

　一定の染色性を得るために，浸潰のみの固定と還流　　　　中分化型弱拡

固定を加えた固定の合わせて17例の予備実験を比較し　　　　　　　　強拡

た結果，浸潰固定に還流固定を加えた方が良いと判断　　　　低分化型弱拡

されたので，本研究では還流固定を力口えた29例俵1）　　　　強拡

の結果を報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　扁平上皮癌

鮫反応の評価は濃淡の簸と繭係なく謙褐　齢化蟹拡
餉購艦めた・の醐・（・）・対照・剛　粉化轟

緑色であ・たもの囎性（一）とした・　　　　　　弓鉱

1染色の対照実験　　　　　　　　　　低分化型弱拡
　一次抗体として抗ヒトフィブロネクチンウサギ血清　　　　　　　　強拡

一　　　一　　　　十　　　　一　　　十

一　　一　　＋　　　一　　／

一　　　一　　　　十　　　　一　　　一

一　　一　　　＋　　　一　　／

一　　一　　／　　　一　　＋

一　　　一　　　　十　　　　一　　　十

一　　一　　／　　　一　　＋

一　　　一　　　　十　　　　一　　　十

一　　一　　　／　　　一　　＋

一　　　一　　　　十　　　　一一　　　十

一　　＋　　　／　　　＋　　＋

一　　　十　　　　十　　　　十　　　十

一　　＋　　／　　　＋　　＋

一　　　十　　　　十　　　　十　　　十

一　　＋　　／　　　＋　　＋

一　　　十　　　　十　　　　十　　　十

潔鷲鷺艦鷺撚徽襲勢・鷹欄一・購聯
のいずれにおいても反応は陰性であった。

2　正常肺組織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　中分化型腺癌。弱拡大では，免疫反応産物は，

　抗ヒトフnプロネクチソウサギ血清を用いた染色で　　癌細胞に観られず，網状に交錯した間質に観察された

は，気管支粘膜の上皮基底膜，気管支腺基底膜，間質　　が，幅は一定せず，一部に反応の微弱な部分も認めら

（表2，図2），肺胞上皮基底膜，毛細血管壁に陽性　　れた（表2）。強拡大では，網状に広がる間質と，癌

反応産物が観察された（表2）。　　　　　　　　　　　細胞基底膜に免疫反応産物が認められたが，高分化型

3　肺癌組織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腺癌と同様に癌細胞の核と細胞質・癌細胞間には陽性

　a　高分化型腺癌。弱拡大では，癌細胞には免疫反　　反応産物は認められなかった（表2）。

応産物は観られなかったが，比較的幅が一定で網状に　　　　c　低分化型腺癌。弱拡大では，高分化型，中分化

錯綜して連なる間質に陽性反応産物が観察された（表　　型腺癌と同様に，癌細胞には免疫反応産物は観られず，

2）。強拡大では，弱拡大で網状に見えた間質のほか　　網状に広がる間質に免疫反応産物が観察された（表2）。

に，癌細胞基底膜に沿って陽性反応産物が観察された。　強拡大では，免疫反応産物は，網状の間質と癌細胞の

しかし，癌細胞の核および細胞質，癌細胞間セこは，免　　基底膜に観察されたが，癌細胞の核と細胞質，癌細胞

疫反応産物は観察されなかった（表2）。　　　　　　　　間には陽性反応産物は，認められなかった（表2，図
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3）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　電子顕徴鏡による観察結果

　d　高分化型扇平上皮癌。弱拡大では，癌胞巣周辺　　　光学顕微鏡観察の結果では，肺癌組織におけるFN

の癌細胞に強い免疫反応が観察され，また，癌胞巣間　　の局在の相違はおもに組織型によるもので，分化度別

の問質にも一榔観察されtc（＝N　2）．強拡大では，　には翻嵯がないことが明らカ・になったため・光学

癌胞巣間間質はもちろん癌細胞の細胞質と遊底膜，癌　　顕微鏡観察を行った29例巾より，腺癌4例，扁平上皮

細胞間に陽性反応産物が認めらa・ta（表2）。　　癌5例の9例を選び分化度に関係なく電孤微鏡観察

　e　中分化型篇平上皮癌。弱拡大では，高分化型と　　を行った。

同様に，癌胞巣周囲の癌細Aavご強く，また藷胞巣間　免疫反応の評価よ・細0個以上の金粒子醐則性を

の間質にも一様に陽性反応産物が観察された（表2）。　　持って集族して観察されるものを陽性（＋）とし，金

強拡大では，癌胞巣間の間質のほか癌細包細胞質およ　粒子が小数であったり溺薮していて槻則性が認め

び基底膜と癌細胞間に陽性反応産物が認められた（表　　られないものは，陰klk（一）とした。

2，図4）。　　　　　　　　　　1対照実験
　f　低分化型棉平上皮癌。弱拡大では，高分化型，　　　一次抗体として抗ヒトフィブPネクチソウサギ血清

中分化型と同じく癌細胞と癌胞巣間の問質に陽性反応　　　の代わりに正常ウサギ血清を使用したが，正常肺組織，

産物が観察された（表2）。強拡大では，癌胞巣間の　　腺癌および扁平上皮癌のいずれにおいても反応は陰性

間質のほか癌細胞の細胞質と基底膜，癌細胞間に陽性　　であった（表3）。

反応産物を認めた（表2）。　　　　　　　　　　　　　　2　正常肺組織

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　免疫染色による金粒子は，肺胞壁の毛細血管内皮細

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胞基底膜，肺胞上皮塞底膜に観察された（表3）。

表3　電子顕微鏡観察結果
ny”tt

g　織1核細胞質基底膜細胞緬糸田胞間雛芽細胞細雛
染色対象

　正常気管支粘膜

　　　肺胞上皮

　腺癌組織

　扁平上皮癌組織

正常肺組織

　肺　胞

　　肺胞上皮

　　血管内皮細胞

肺癌組織

　腺　癌

　扁平上皮癌

＿　　＿　　　一　　　　一　　　　一　　　　／　　　　／

＿　　　＿　　　＋　　　　一　　　　一　　　　／　　　　／

＿　　　．．　　　＋　　　　一　　　　一　　　　／　　　　／

一　　　　一　　　　　十　　　　　一　　　　　一　　　　　　一　　　　　　十

＿　　　　十　　　　　十　　　　　一　　　　　十　　　　　　一　　　　　　十

＋：金粒子陽性，一；金粒子陰性

図1　腺癌組織光顕写真，ABC法染色対照1免疫反応産物はまったく観察されない。×1，200
図2　正常気管支粘膜光顕写真，ABC法：粘膜上皮基底膜，気管支腺基底膜，間質に茶褐色の陽性反

　　　応産物が観察される。×600
図3　低分化型腺癌光顕写真，ABC法：癌細胞基底膜，間質に茶褐色の陽性反応産物が観察される。

　　　　×900
図4　中分化型扁平上皮癌光顕写真，ABC法：癌細胞質，癌細胞基底膜，癌細胞間，間質に茶褐色の

　　　陽性反応産物が観察される。×1，800
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　図5　腺癌細胞電顕写真，pAg法．癌細胞基底膜（BM，↑）に明瞭に金粒子が認められる。×50，000

　図6　腺癌組織内線維芽細胞電顕写真，pAg法゜線維芽細胞に接した基質に（↑）金粒子が認められ

　　　る。×42，000
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f｛

　図7　腺癌組織間質，線維芽細胞電顕写真，pAg法：細線維の周囲（↑）に金粒子を認める。×32，000

　図8　扁平上皮癌細胞電顕写真，pAg法　癌細胞間物質（↑）に金粒子が観られるが，癌細胞表面に
　　　　金粒子は認められない。癌細胞細胞質の不定形な物質（▲）に金粒子が観られる。×36，000
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，肺癌繊　　　　　　　 評上頗では謙癌胴灘癌細薩底灘FNが
。腺癌．錐子は欄糖底膜襯察され，欄　麟されたが・それに臓癌細胞朋にも縣さ糠

胞麺欄囲には調察されなか。た（表・，図・）・・と齢異蜥見であ・た・また・繍胞關のFN

また該お、び細麟の小糖・も錐子耀められの雛が繍胞・細胞膜ではなく・癌欄間物質であ

なか。た．間質では冷粒子購系㈱胞畷し磁　る・とが半肌た・光鞭鞭的麟磁麟間の間
質お、び細雛の表面噸軸・た（図・，・）。　質襯察され飯鵬線系㈱胞や陥を椒する

b編平上薦謡細胞の細牒の一部e：デ・モゾ　購維であること醐らカ｝敵った・

．ムで騰しているが，そ2z　L」，外は・・，mの間馳　以上のように…月市雛織では・光輔鞭的観

も。て離れている。金粒子は，欄腿底膜・・認めら察で・薦鱒踊平上皮癌sw・fiの間にはFNの存

泌ものの蝋であ。た．鶉金櫛・卿胞間の在㈱・明らかな髄カミみられた・従来の組織細胞

電子離の高い不定形の物質上にも観察・れた・鴨・Nの融につ・・’c・e＃z，正常繊離組織tZこつ

懸灘灘論濃為副1繍難熱難塞碧rる脚
つ球状の小糟に金概の雛が観られた（図8）．　他簾の麟繊と鰍してみると，教室のSuge’
その小舘磁質瞭構造で，電子徽セ象上言己の細胞　・・y・ら・・灘告し岬状鵬では，繊型tZCより多

間の不彫物質と同綴であ。た．小胞体，・ルジ　娯なるが謡細腿麟・FN耀め，　x分化癌

難撚反応離であ。た澗幽ま騰とttl　Vく　のみ蜘胞鄭FN襯察された・大腸卵7）では・

線維芽細胞柵繍蕨酢金粒子湘られた・　FNは問質にの襯察され・椰醜底腱噸察さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れていない。子宮体癌9）では，癌細胞基底膜と，間質

　　　　　　　　rv考　察　　　　　に認められている．すなわち，　FNの出現購器騰

本研究，。師離例・7例の予骸馳行・・－reの　1・より妙嵯期あるが・肺以外の麟の鵬購

染色髄得。ため…腋翻定に還糊定を臓た方でも，肺の隔騰と同概灘胞灘膜と澗質
眼いと糊されt一定の染雛を得られた29例鹸　セ・FN蒋樹るようである・しかし・乳癌5’6’では

討した．　　　　　　　　組織型の幽・・より類徽薩はあり謡細胞を取
光学顕微鏡での観察では，　Clarkら11）カ・正常肺組　捲く・うV・FNを認めるカミ・基離側“こもF璽囎

織ですでに瀦しているように，Fm・贈支撒上察されるという報告と・観察されないとの撒1みら

皮の基麟贈支騰底膜，毛細血管劃市胞上皮れピ蜘硯脚ない・鯖光学騨鏡レヘルで
基麟。存在す。。と・欄・れた。月市雛織では，は・乳癌で椰胞の細胞鮒こFNを認めたとの報

癌の分化度とFNの出現あるいは存在様式との間に　　告25）がある。

醐らか燗係耀められなか。たが，癌の繍型に　一方漏平上皮癌でeま・，棺駝9）1ので・繍醜

よりFNの局在に髄欄められた．すなわち謙　厳と陥のほか漏細胞XWh・tlこもFNがmaする

癌組織では，高，中，低分化型のいずれにおいても，　　と報告されている。

癌細胞基底膜と問質にFNが観察された。一方，扁　　　　以上のように，癌細胞の基底膜にFNが観察され

平上皮癌組織でも，高，中，低の分化型に関係なく，　　ることは，癌発生臓器・組織型，あるいは，分化度に

癌細胞基底膜と間質にFNが観察されたが，さらに　　関係なく，’共通の所見で・本研究における肺癌の所見

｝購と異なり郷胞間臨FN襯察された．　　とほぼ一蜘ている・本研究では・一部の評上麟
　電子顕微鏡による正常肺組織の観察では，FNは，　　細胞の細胞質にFNの局在が観察されたが，すべて

肺阯雌隙囎触鱒基uewaのほか線繍細　の評上繭鱒に共通のmvaではなく・また購細
胞や膠原線欄囲・も蘇さ泌とvasされており…，胞V・はま・たく観察されなか・た・Y・m・daら26）は・

著都礁の所見を得た．㈱・つ・・て光学購鏡の　膿線糖細胞を用いた研究で湘頗内のFNは・

所見蝿子鰍鏡の槻と対比させると，FNの局在　ゴ・レ蝶置と小胞体噸察されると糖している・ま

はほぼ＿致し電子顕微鎌・よ礪察で細胞小舘・　た，H・dm・・27）をま，胎児輔を用い洞融所見を

ベルでの局在が判明した。腺癌では，光学顕微鏡で観　　報告している。甲状腺癌3），乳癌25），肝癌28）などで

察されteごとく，FNは癌細胞基底膜に認められた。　　も癌細胞の細胞質にFNが存在するという報告もあ
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り，とくに肝癌28）では小胞体にFNが観察されてい　　という事実17）と併せて考え，ヒト肺癌においても，

る。光学顕微鏡レベルの酵素抗体法による報告29）に　　FNの局在の違いが転移，進展に何等かの影響を及ぼ

おいても，また，電子顕微鏡レベルでのプロテイソA　　す可能性が示唆された。

金法3°）によ・ても魂疫麟の強さや反麟物の量　　　　V結　語
は細胞中の抗原の量に依存しており，たとえ細胞中あ

るいは組織中に抗原があっても，その量が比較的少な　　　ヒト肺癌組織において・免疫組織化学的方法を用い，

い場合は反応産物は陰性になることが知られている。　　光学顕微鏡的，電子顕微鏡的にFNの局在を研究し

本研究では，篇平上皮癌細胞の細胞質内に反応陽性の　　た。その結果次のことが明らかとなった。

穎粒がみられたが，ゴルジ装置，小胞体等の小器官は　　　1　ヒト肺癌では・腺癌と扁平上皮癌とでFNの

陰性であり，この反応陽性所見が癌細胞がFNを合　　局在に相違を認めte。

成していることを示すのか，あるいは飲作用によるも　　　2　腺癌組織では・癌細胞基底膜と間質の線維芽細

のか醐らかにできなかった。　　　　　胞や細線維の麺にFNを認めた・
　肺癌組織の臨床上の特徴として，腺癌では，腫瘍径　　　　3　扁平上皮癌組織では・癌細胞基底膜・癌細胞間

の小さいうちからリソ櫛転移や遠隔転移が認められ　にFNを認めたが・癌細臓面には認められなかっ

るのに対して，扁平上皮癌では，直接浸潤する傾向が　　た。問質では・線維芽細胞の表面や細線維に認められ

強く，腫瘍径がある程度大きくなってから転移するこ　　た。癌細胞質内にもわずかではあるがFNの存在を

とが知られている17）。癌細胞の転移とFNの関係を　　認めた。

みると，Smithら31）は，ヒト癌細胞から得た培養細　　　以上の結果よりヒト肺癌においては・腺癌と，扁平

胞で，非転移性の細胞より転移性の細胞の方がFN　　上皮癌の組織型によりFNの局在が異なり・これが

盤が少ないと報告し，Lanbert・Robertら15）は，乳　　転移の成立にも関係している可能性が示唆された。

離織で非転移性のものでは細胞朋，基底膜にFN　本言敏の要旨は・第26回目本肺癌学会融（1985年

を認めるが，転移性のものではこの部にFNを認め　　11月，仙台），第45回日本癌学会総会（1986年10月・

なかったと幸晧している。　　　　　　札幌）・8th　l・t・…ti。・・1　C・ngress・f　Hi・t°che一

癌転移の成立にはFN以外に腰因カミ考えられて　mi・t・y・nd・Cyt・・hemi・t・y（J・ly・A・gu・t・1988・

いるが，Zuckerら32）も指摘しているように肺癌組　　Washinton・D・C・USA）彫こおいて発表した・

織においては，組織型による転移，進展の違いにFN

が関与している可能性が推測された。　　　　　　　　　稿を終わるにあたり，免疫組織化学理論を御教示頂

　本研究において示されたように，FNは腺癌では基　　いた第1解剖学教室永田哲：ヒ教授，および，組織化学

底膜にのみ，扁平上皮癌では基底膜に加え，癌細胞間　　の手技について御指導頂いた臼田信光講師に深く感謝

にも分布するという局在様式に差がみられた。肺癌の　　いたします。

リソパ節転移は扁平上皮癌よりも腺癌に発生しやすい
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